
会議・打合せ等記録 
 

市 長 副 市 長 部  長 次  長 課 長 等 補 佐 係 長 等 担  当 

        

 

報告日：令和５年１０月２５日 

名 称 令和５年度 第１回保健福祉審議会 

日 時 令和５年１０月５日（木） 午後１時５７分～午後２時５６分 

場 所 鹿沼市役所 ４階 大会議室 

出席者 別紙のとおり 傍聴者 0人 

内 容 

及 び 

結果等 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ（鈴木節也会長） 

  ※各委員・事務局自己紹介 

３ 副会長の選出について 

事務局：鈴木康子委員の退任に伴い、副会長職が不在となっている。鹿沼市保健福祉審議会

条例第４条より、委員のうちから互選するとなっている。 

葉山委員：前任と同じ老人クラブ代表として委員になられた武藤義夫委員にお願いしては

どうか？ 

各委員：異議なし 

４ 諮問 

市長：「令和６年度～令和９年度までの第９期いきいきかぬま長寿計画の策定について鹿沼

市保健福祉審議会条例第１条に基づき諮問する」（諮問内容読み上げ） 

５ 議事（議長：鈴木節也会長） 

■別紙資料により各担当係長から説明し、その後質疑応答。 

（１）第８期いきいきかぬま長寿計画の実施状況の報告について 

梶原委員：①資料の 2 ページ、1.要介護認定等の(1)高齢者人口の表で、“R4 年度推計”と

“R4年度”の列が並んでいるが、どちらが正しい数字なのか。 

②9 ページについて、「エンディングノートを書いてみよう」で 3団体とあるが、これ

は 2年間の結果なのか、それとも令和 4年度 1年分の結果なのか。 

介護認定係長： ①2ページの説明 令和 4年度の推計は、“国立社会保障人口問題研究所”

の“日本の地域別将来推計人口”をもとに出したもので、「第 8期いきいきかぬま長寿計

画」の 10 ページにある、各年度の被保険者数の推計人口、その令和 4 年度の数値にな

る。表の隣の列の“R4年度”の数字は、住民基本台帳の実際の登録人数である。 

地域包括ケア推進係長： ②9ページの数字については、令和 4年度の実績。 

梶原委員：そうすると 2 ページの、令和 4 年度の実績の総人口は 94,743 人で統計を出し

た、ということになるのか？ 

介護認定係長：はい。その通りである。 

石川委員：6ページの第 2章“安心して暮らせるまちづくりの推進”のところで、事業がゼ

ロだったところを一部廃止という説明があったが、その辺りの詳細を。 
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長寿推進係長：昨年度に廃止になった事業は、6 ページ 2 の(1)、訪問型サービスの生活支

援型ホームヘルパー派遣事業、7 ページの(4)生活改善型サービスの中の、日常生活用具

給付等事業、寝具丸洗い乾燥サービス事業、(7)の老人性白内障特殊眼鏡等費用助成事業、

以上。 

石川委員：廃止するにあたって少し不安な面等があるのではないか、そこをぜひお聞きし

たい。 

長寿推進係長：今回廃止した事業は、長期間利用がない・利用者が少ないという状況だった

ので、これらの事業については大きな問題はないと考えている。 

石川委員：もしかして、寝具丸洗い乾燥サービス等について、周知不足だったのかなとも思

ったが、長期間利用されないということなので、了解した。 

長寿推進係長：少し補足させていただくと、寝具丸洗い乾燥サービスは、今年度新規の受け

付けはしていないが、継続してご利用いただいている方にはサービスを提供している。 

梶原委員： 9ページの(2)認知症施策の推進のところで、令和 4年度の初期集中支援チーム

の支援が鹿沼病院で 4 ケースとなっている。具体的にどういった支援をされたのか、わ

かる範囲で説明を。 

地域包括ケア推進係長：この認知症初期支援チームというのは、令和 4 年度は鹿沼病院に

委託をしているものだが、まだ病院で受診していないけれども認知症が疑われる方が対

象となる。チームを組んで、医師や看護師が地域包括支援センターとともに、家庭訪問や

チーム員会議の開催等によって早期に受診につなげていくというものになる。ケースは

4ケースだが、対処としては、会議や家庭訪問を半年間継続していくというものになる。 

梶原委員：半年間チームを組んで認知症疑いの方に受診を促して認知症認定につなげてい

くということと理解をした。これらのケースのスタートについて、どういったところか

ら相談があって実際にスタートになるのか。 

地域包括ケア推進係長：最終的には地域包括支援センターが窓口になってチームに繋げて

いくものだが、センターへの最初の相談については、地域の民生委員さんの場合も、ご家

族やご近所の方という場合もある。 

梶原委員：続けて質問させていただく。12ページの、地域包括支援センター運営の機能強

化の(4)権利擁護業務で、虐待認定者の虐待の内容についての表があるが、成年後見制度

の推進ということでの実績がどうなっているのか、教えてほしい。 

地域包括ケア推進係長：こちらの表は、虐待を認定されたケースの虐待の内容についてま

とめたもの。成年後見制度を含めた事業については、成年後見センターを一次相談窓口

として設置している。成年後見制度に対する相談は、令和 4 年度で 114 件、障害福祉課

が 3 件、社会福祉協議会が 1 件。その他、二次相談として、予約による専門職、司法書

士との相談会があり、令和 4 年度は 12回で 27人の参加をいただいている。さらに権利

擁護のケース検討会議というものを実施しており、令和 4年度は 5ケース検討している。 

鈴木会長：他にご質問等がなければ、(1)については了解ということでよろしいか？ 

（質問なし）では、 (1)の第 8期いきいきかぬま長寿計画の実施状況の報告について、了

承するものとする。 
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（２） 第９期いきいきかぬま長寿計画の策定について 

ア 鹿沼市の人口推移及び将来推計人口等  

質問なし ⇒了承 

イ 計画の骨子（案） 

   質問なし ⇒了承 

ウ 今後の日程等について 

 質問なし ⇒了承 

会長：それでは(2)第９期いきいきかぬま長寿計画の策定については了承するものとする。 

（３）その他 

大久保委員：これから第 9 期に向けて内容を吟味していくということだが、次回からはも

う少し詳しく、各項目ごとに問題点や改善すべき内容について記載していただければ皆

さんも考えやすいと思う。ご考慮をお願いしたい。 

鈴木会長：ありがとうございます。私たちが見て分かりやすい資料をお願いしたいという

ご意見と思う。事務局の方々にはご配慮をお願いする。 

齋藤委員：22 ページの、4.認知症施策・権利擁護施策の推進というところで、私の例をお

話しさせてほしい。私は仕事をしているが、親と同居しており、普段は仕事が忙しくて親

の面倒をあまり看ていられないという現実がある。90歳を過ぎてくると、今日が何曜日

だったかなとか、認知症の傾向というものも見られるようになってきている。以前私は

社会福祉の勉強をしていて社会福祉士の資格も持っているが、「親が認知症なのではない

か」等、家族の状況を気軽に相談できる機関や窓口が分からないので教えていただきた

い。 

地域包括ケア推進係長：鹿沼市では、市役所の高齢福祉課も地域包括支援センターという

ことで、兼務で保健師と主任ケアマネージャー・社会福祉士が所属している。それ以外

に、市内には 6 か所の地域包括支援センターが各地域を担当して、高齢者の総合相談窓

口を設置している。まずはお近くの地域包括支援センターにご相談いただければ適切な

部署に紹介できるようになっているので是非ご活用いただければと思う。 

梶原委員：今のお話にも関係してくるが、そういった相談窓口が色々な分野に分かれてい

て、一つではないというのも相談しにくい環境になっているのではないか。私は、いろい

ろな事のデジタル化を図ってほしいと思っている。今回の計画の中では、デジタル化は

ある意味ツールの部分なので要望はしないが、例えば今のお話も、LINEで一つ窓口を作

り、そういった相談がしやすい環境を作っておいて、そこからキャッチアップして地域

包括支援センターに繋げていくとか。市民の皆さんも、思っていることがあっても具体

的な相談の手段が分からなくて相談が遅れてしまうところもあると思う。デジタル化社

会なので、気軽に相談できるよう市全体としてそういう考え方も含めてほしい。 

事務局：今後の日程について説明。 

会長：ここで議事を終了し議長の職を降ろさせていただく。ご協力に感謝する。 

６ 閉 会 
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配布資料 次第、名簿、資料「第８期いきいきかぬま長寿計画 鹿沼市高齢者総合福祉計画（高齢者福祉計

画・介護保険事業計画）令和４年度 実績報告書」、資料差し替え１１P 

次回予定 令和５年度 第２回保健福祉審議会 

記録者 齋藤（厚生課地域福祉係） 

鹿沼市審議会等の会議の公開に関する要綱第 2条に基づく審議会等の公開状況 

（該当する審議会等以外の会議・打合せ等については記入不要） 

公 開 ・ 非公開    

 



選出区分 番号 選　出　母　体 　選出委員名 出欠 備考

(１)医療機関の代表者 1 医師会代表 大 久 保 昌 章 出 席

2 歯科医師会代表 福 嶌 隆 夫 欠 席

3 薬剤師会代表 下 妻 和 彦 出 席

(２)関係団体の代表 4 自治会代表 鈴 木 節 也 出 席

5 民生委員児童委員代表 稲 川 紀 子 出 席

6 女性団体代表 大 野 秀 子 出 席

7 ボランティア代表 吉 川 赫 出 席

8 老人クラブ代表 武 藤 義 夫 出 席

9 PTA連絡協議会代表 直 井 隆 行 出 席

10 小中学校長会代表 三 澤 雅 子 出 席

11 身体障害者団体代表 葉 山 廣 出 席

(３)関係行政機関の代表者 12 県西健康福祉センター所長 塚 田 三 夫 出 席

(４)知識経験を有する者 13 市議会議員 石 川 さ や か 出 席

14 市議会議員 梶 原 隆 出 席

15 保育園代表 鈴 木 崇 弘 出 席

16 特別養護老人ホーム代表 星 野 正 人 欠 席

(５)市長が必要と認める者 17 応募者 横 尾 勝 弘 出 席

18 応募者 齋 藤 由 香 出 席

部名 番号 所属 氏名 出欠 備考

市長 1 佐 藤 信 出 席

保健福祉部 2 保健福祉部長 亀 山 貴 則 出 席

3 厚生課 羽 山 好 明 出 席

4 高齢福祉課 中 村 陽 子 出 席

5 介護保険課 根 本 幸 子 出 席

6 厚生課地域福祉係 齋 藤 典 子 出 席

7 厚生課地域福祉係 大 柿 千 亜 紀 出 席

8 高齢福祉課長寿推進係 星 千 晶 出 席

9 高齢福祉課地域包括ケア推進係 長 谷 川 ル ミ 出 席

10 介護保険課介護保険係長 上 田 有 一 出 席

11 介護保険課介護認定係長 柏 熊 葉 子 出 席

鹿沼市保健福祉審議会名簿(令和5年度第一回　令和5年10月5日）

（任期：令和4年4月1日～令和6年3月31日）


